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 問合せ 地域安全課 きずなづくり推進室（電話９８３－２７０８） 

 

 

【当日参加団体一覧】 

団体名 

松本町内会 

長伏町内会 

御園町内会 

スポーツ推進委員 

体育振興会 

長伏老人クラブ 

消防団第１８分団 

松本幼稚園 

松本幼稚園 PTA 

長伏小学校 

長伏小学校 PTA 

中郷西中学校 

中郷西中学校 PTA 

中郷地区地域包括支援センター 

 ※当日参加者 20 名 

 

 

 

【会場アンケート結果】 

テーマ別会議 

①防災訓練で中学生が活躍できるプログラムを企画してみよう！・・・・・・・ 10 人 

②消防団員を増やすため、地域でできることを考えよう！・・・・・・・・・・・４人 

③子ども達を犯罪から守るにはどうしたらいいのか考えよう！・・・・・・・・・６人 

④その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０人 

 ※テーマ①＆②と、③の２グループに分かれ話し合いました。(別紙「テーマ別会議まとめ」参照) 

 

 

協議会設立の意向 

①議会に向けた取組みを進めたい・・・・・・5人 

②連絡会を継続したい・・・・・・・・・・ 12人 

③その他・・・・・・・・・・・・・・・・・2人 

１０月２８日(火)に開催された「長伏小学校区第２回きずなづくりトーク～仮称：地域コミュニティ連絡会」

にご出席いただきまして、誠にありがとうございました。まとめができましたので、送付いたします。 

（市のホームページにも掲載） 

平成 26 年度 長伏小学校区 第 2 回きずなづくりトークまとめ 

～仮称：地域コミュニティ連絡会～ 

会場アンケート：「テーマ別会議」「協議会設立」について、

参加者の意向を伺いました。 

ご参加ありがとうございました。 
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●中学生と同時に消防団も活躍できる防災訓練のプログラムについて、皆さんの意見を出し合いました。      （テーマ①＆②班：参加人数 14 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「誰が」「いつ」「どこで」実行するのか？経済的な問題解決も含め、 

実現に向けて考えていかなくてはならない！ 

 

★学校では出来ない訓練（体験型）をやってみよう！ 

★中学生自身の考えを聞きたい!! 

・中学生自身が何をしたいのか聞きたい。 

・「何が必要か」「自分達が何ができるか？」を中学生

自身に考えてほしい。 

・中学生の立場で何ができるのか、話し合ってほしい。 

 

テーマ①｢防災訓練で中学生が活躍できるプログラムを企画してみよう!」＆②｢消防団員を増やすため、地域でできることを考えよう!｣ 

 

■その他 

・炊き出し訓練 

・小学生を連れて避難させる。 

・担架作り、運搬作業 

■リアルな体験 

・予想される被害を体験できる場所に連れて

いく。（県の防災センターなど） 

⇒リアルな体験から、実際に何が必要か考

えることができる。 

⇒学校、消防団では経済的に実行不可能。 

■お年寄りの介助 

・町内パトロール、声かけしながら、要支

援者の助け 

・高齢者と接する機会を作る。 

・認知症について学ぶ 

 

■消防団と一緒に 

・パトロールに同行する。 

・サイレンンを鳴らした消防車に乗り走る。 

・かんたんな規律（集団行動、回れ右等） 

・消防団と同じ様なチームを作る。 

・消防団の練習を見学する。 

・中継訓練への参加 

■消火・ポンプの扱い 

・消火。放水訓練（筒先を担う） 

・簡単なポンプ捜査（ホースを投げたり、

つなげたり等） 

・中学生対抗ポンプ操法大会 

・中学生の男子が興味が湧くのは、エン

ジンと放水である。 

・軽可搬ポンプなら、中学生でも操作可能

ではないか？（但し台数が少ない） 

⇒消火は「どんど焼き」でも実践できる。 

 
■指導役にまわる 

・訓練指導員（消防団のアドバイスで） 

・中学生が指導者になり住民に指導、中学

生にまかせてやる。 

 

中学生がやりたい事は、「サイ

レンを鳴らした消防車に乗る」

と「放水」。三角巾や AED はつ

まらないとの意見あり。 

消防団から学校を通じ、

中学生へアンケートを

実施したらどうか？ 

【地域の防災訓練の現状】 

・中学生約 7割参加 

・来年度以降、避難所訓練実施

に向け現在調整中。 

・学校での訓練は『逃げる』訓練 

⇔地域での訓練は『積極的な』    

訓練（消火など） 

 

 

 

 

【消防団の現状】 

・勧誘に行っても、本人ではなく親御さんから断られるケース

が多い。 

⇒親の意識を変えさせることも必要!! 

⇒消防団になって良かったと思う事例を整理し勧誘に使う。 

中学生が活躍し、

かつ、消防団がヒー

ローになれる訓練を

目指そう!! 

 

子どものうちに興味のわく様々な体験を積めば、「消防団になりたい！」という意識が芽生えていく。 

 



 

3 

 

                                        （テーマ③班：参加人数 6 人） 

●子どもを狙う犯罪を「目に見えない犯罪（SNS など）」「目に見える犯罪（連れ去りなど）」に分け、それぞれ地域でどういった対策ができるか、皆で話し合いました。 

 

 

 

 

 

◎幼稚園や小学校で防犯教室（連れ去りやSNSの

弊害について）を継続していく 

◎地域の人から下校時間帯に目を光らせてもらう 

◎子どもに注意できる大人も必要 

テーマ③「子どもたちを犯罪から守るにはどうしたらいいか考えよう！」 

 

・何が問題かわかりにくい 

・内面的な問題が発生(あいさつしない、体力低下等) 

親が設定することで子どもを守る 

・パソコンのペアレントガード 

・パスワードの設定 

・親の不在時に使わせない 

・スマホ→携帯会社が使用制限を推奨 

教育委員会などで親へ周知 

・PTA 連絡協議会で SNS 対策の指導あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に実施されている事例 

・土肥の小学校でテレビ、携帯なしの一週間合同合宿 

⇒きずな、思いやりなどが育まれる 

 

 

保護者の対策 

・子どもに帰宅時間を守らせる 

小学校の防犯教室 

・防犯教室や日々の注意⇒ 

子ども達の防犯意識・自己防衛力を高める 

・毎日「危険だよ」と声をかける 

・具体的な場面設定をする 

登下校時の防犯対策 

・子どもが１人になる時に限って犯罪に遭う 

・１人で帰宅しないことを徹底 

防犯アイテムの活用 

・１年生時、防犯ブザーを実際に使う訓練実施 

・防犯ブザーの使い方をきちんと教える 

・防犯ブザーの誤作動が多いのは困りもの 

コミュニケーションを広げる 

・あいさつを通し他人の子どもとも仲良くなる 

・子どもが悪さをしていたら大人が注意⇒ 

顔を覚えてくれる⇒安心につながる 

・父兄の目が犯罪を抑制する 

■他地区の取り組みを参考にする 

・他地区の取り組みをこの地区でやってみてはどうか 

 

保護者へ啓発 

・園便り等で保護者の啓発 

・子どもから目を離さない 

園児への啓発 

・繰り返すことで防犯意識を身につける 

日中の不安 

・園で不審者侵入を想定した訓練実施 

・日中女性職員のみ⇒ご近所の力が必要 

子どもたちを狙う犯罪には

どんなことがある？ 

スマホ/携帯/SNS など 

目に見えない犯罪 

親がきちん

と設定する

ことが大事 

 

「ラインが途切れず眠れない」など子どもた

ちも困っている現状を知れば、多くの親が子

どもにスマホや携帯を持たせないのでは？ 

■まずは弊害を知らせることから 

・市の広報やメディアから害を宣伝してもらう 

・すべての親が SNS の弊害を知った上で、子どもに

どう使わせるのか考えていく必要がある 

連れ去り/不審者など 

目に見える犯罪 
 

・子どもの下校時間に大人の目があると安心 

・子どもの下校時間に合わせて散歩等、大人

の目が多い地域だという状況を作り出す 

地域・学校・幼稚園で 

防犯体制を築き 

犯罪の起きにくい地域に 

していこう！ 

保護者の防

犯意識啓発

が大事 

 

小学生の防犯対策 スマホ/SNS などの対策

は？ 
幼稚園の防犯対策 

■スクールガードの人数を増やしたい 

・スクールガードの協力⇒さらに人数が増え

てくれると助かる 

■老人会へ協力を求めていく 

・下校時間帯に老人会の方になるべく散歩し

てもらう、また会活動を下校時間帯に終わ

らすことなどをお願いしていく 

園とご近所

のつきあい

が大事 

 

まずは、親・大人から！ 


